
祝福された信仰⽣活の５原則（５） 

献げる幸い  ( 執 筆 者 ： ⻑ 澤 忠 雄 )  

神を拝む⽣活の結果として 
 九州のある教会で、奉仕をさせていただきました。 

 礼拝プログラムの中に、献⾝の時(献⾦)とありました。そして礼拝者ひとりひとりが講壇に進み、礼

拝献⾦と聖別(⽉定)献⾦等をささげました。献⾦をささげるとき、⾃分の全てを献げる「献⾝」のしる

しとなっていました。 

 このように、正しく神に聞き、語り、拝む⽣活の結果として、奉仕と献⾦があります。この順序が狂

うと、仕えること献げることは、義務や義理だけの重荷になってしまいます。 

スチュアードシップの意味 
 「横⽂字」に挑戦しましょう。 

 「スチュアード」とは、英語で「管理⼈」という意味です。「スチュアード」に、「シップ」がつく

と「管理⼈としての在り⽅」「よい管理⼈としての道」ということになります。 

 管理者は、有能であると同時に忠実であることが最⼤の資格でした(第 1 コリント 4:2）。つまり、

「スチュアードシップ」とは、所有主の意志に対して、所有主の最⾼の利益のために忠実に努めるとい

う意味です。 

クリスチャン・スチュアードシップ 
 ⽇本基督改⾰派教会の『礼拝指針』に、「…神が万物の所有者であって、われわれは単に⽣命と所有

物との管理者にすぎない」と述べられています。これが「クリスチャン・スチュアードシップ」であり

ます。 

 良い管理⼈としての在り⽅は、「財の管理」は、もちろんのこと「時の管理」、「福⾳の奥義の管

理」、「賜物の管理」が含まれています。ですから、神から委ねられた管理は、献⾦においてだけでは

なく、わたしたちの全存在と全⽣活を献げることのなかに、表われます。 



財の管理−献⾦ 
 献⾦は、本来神のものであるわたしたち、およびわたしたちに属するいっさいのものが神のものであ

るとの表明として、その⼀部を「聖別」して神にお返しすることです。 

 私たちの場合、結婚当初より新改訳聖書のケースに「空の⿃を⾒よ！」と書き、⾦庫代わりとしてい

ました。まず給料の中から、「⼗分の⼀献げ物」を聖別します。そして、順次⼤切なものから区分けし

て封筒に収納しています。 

 献⾦は、主の愛に対する信仰の応答、また感謝の表れです。このことは、献⾦は神の祝福であること

を⽰しています。ですから献⾦が先ではなく、恵みが先です(歴代誌上 29:14)。 

献⾦の動機 
 「ひとりひとり、いやいやながらでなく、強いられてでもなく、⼼で決めたとおりにしなさい。神は

喜んで与える⼈を愛してくださいます」(第 2 コリント 9:7)とあるように、第⼀に、献⾦は⾃発的にな

さるべきです。第⼆に、⼼から喜んでささげます。 

 今⽇は恵みの時代です。神の贖いの恵みに対する感謝が献⾦の中⼼です。旧約時代には、「⼗分の⼀

の献げ物」が勧められました。今⽇もこの精神を受け継ぎ、⽬標にしたいものです。初代の教会でも⼒

に応じ、⼒以上にささげました(第 2 コリント 8:2,3)。 

献げるものへの祝福 
 献⾦に⼼を⽤いるときに、統⼀された⼈格がつくられます。聖書ではこれを豊かな⽣活といいます

(ヨハネ 10:10)。この豊かな⽣活の中に経験される充実感、満⾜感、幸福感こそ、スチュアードシップ

の与える最⼤の祝福です。 

 また、経済の祝福のつながり、⾷欲からの解放が与えられ、⾦銭

に対する正しい在り⽅が与えられます。(第 2 テモテ 6:10) 

 


